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皆さん，おはようございます。 
今日はまずは皆さんに「多次元的な視点」のお話から始めてみます。 
 
「多次元的な視点」と日本語で言うと何か難しそうな感じがするかもしれません。
これを英語で表現すると「Multidimensional View」になるようですが，これを「Multi」
「dimensional」「View」と考えると少し印象がかわるかもしれせん。 
 
次に少し似たような話になりますが私が中学生のころからある不思議な言葉をよく
教えてもらっていました。それは「Genau spielen」というドイツ語です。これは音
楽の世界でよく使われる言葉らしいのですが，実は私が中学生や高校生の頃にサッ
カーの練習をする中で良く言われていた言葉でした。その時は全く意味が分からず
にいましたが，後にこの言葉がいまの日本のサッカーを育て上げてくれたドイツ人
のデットマール・クラマーさんの言葉だと知りました。この言葉の意味は日本語に
すると「正確に」や「より正確に臨みなさい」となるようです。 
 
今日このお話を皆さんにしたいと思ったのは先日のサッカー部の皆さんの頑張りを
私も直に目にしたことからです。皆さんも聞いていると思いますが，この度の広島
市の新人戦でサッカー部の皆さんは大州中学校の皆さんとの「合同チーム」で準決
勝にまで進出する活躍を見せてくれました。私は雨の中での準々決勝と修道中学校
での 3 位決定戦を観戦しましたが，もちろん結果も素晴らしかったですが，それ以
上にこの「合同チーム」の皆さんの姿にとても感銘をうけました。 
 
私がどうしてこの「合同チーム」に感銘を受けたのか。それは日本のサッカー界の
原点がいまもここ東雲の皆さんにしっかりと受け継がれていると感じたからです。
いまの日本のサッカーの大きな礎となっている出来事の一つに，いまから 100 年以
上前の 1919 年に広島で行われたドイツの兵隊の皆さんと東雲の前身である広島県
師範学校をはじめとする様々な学校の学生の皆さんによる「合同チーム」との歴史
的な一戦があります。 
 
また詳しくは今後にと思いますが，今日のお話の中でのキーワードは「多次元的な
視点」と「正確に」と「合同チーム」でした。この三つの言葉を日本語だけでなく，
多言語で「Multidimensional View」「Genau Spielen」「One Team」のように考えて
みると，まさに色々な物事が多次元でより正確に一体的な形で，いままでよりもま
た異なる見方や考え方を生み出せるかもしれません。 
 
この先も皆さんの様々な活躍や頑張りを多次元的に見守りながら応援していきたい
と考えています。日に日に寒さが増してくる時期になってきて体調管理も難しい中
でしょうが，今日も東雲中の皆さんには「Genau spielen」のような感じで互いに声
を掛け合いながら前へ前へと進んで行きましょう。 


